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　§且1この小論では，metric　spaceに関する二つの間題について述べる。第一はcomp－

1ete　metric　spaceの任意のc1osed　subsetがcompactとなるために空間のもつべき性質

Pを求め，此の性質Pをもつ〃dmens1on創metr1c　spaceがEuc11dean2〃十1d1men－

siona1spaceに位相的にmbeddlngされうるかどうかと云う間題であり，第二はWhy－

b口醐，G　T　に依りあたえられ・たcomected　setに麗するjunction　propertyと性質P

との間の関係についてである。

　警2。

　〔楴助定理1〕　巨離空間亙の任意の点列灼，知，狗，　・，妬，・，がfundamenta1

sequenceをsubsequenceとして含む為に必要なる条件は，

　性質（A），任意のε＞0に対Lて6（ガ、，巧）；ε，ク幸1なる如きininite　sequence物，

　　　　　　　伽，狛，……，払，……が存在しない。

を空間亙がもつ事である。

　証明・必要性は明らかである・故に充分性のみ証明す牝ばヰい。

与えらた点列をκ1，”2，…・∴，払，……とする。

仮定より，亙いの巨離が1より大なる点は高々有隈個なる故，適当に伽及びsubsequence

伽，κ伽……〃伽……を選べば，6（伽κ伽）二1，炉1，2，3，……ならしめうる。此の際

K幸肋と仮定して差支えない。伽を改めてヅ1とし　劣、1，ガ、2，　　，κ、犯，・　・を改めて

伽狛・…．・劣榊　　とす牝ば，上と同様にして，適当に巧及びsubsequence伽1，伽、，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．．’．．’｛．．’．’’を琴べ千∂（伽κ伽）ニプー1・㍑’’’…在らしめうる・プは各リ・と異

なると仮定して差麦へない。巧を地とし，伽、，伽、，　　，伽、，，　　を改めて劣1多狛，・　，

　　　　　　　　　　　　　　　1
κ…　　　として同様の事を順次アに対してくりかえせば・こ牝によつて得ら牝るSequenCe

ル伽．　・伽　　　は兀のsequence劣1，伽，　　，狐，　　。のsubsequenceで且つ

fundamenta1sequenceをなす。

　次に性質（B）を箏入する。

性質（B）；　空間亙に対して実数K＞1が定まり，任意の点列劣、，κ、，　・，”、，

　　　　　　をとる時，inf∂（篶，巧）＝εなれ・ば一∂（物，伽，，）…1蕉，〃＝五二2，3，・川・・なる

　　　　　　　　　　　　蒔ゴ
　　　　　　如き一sequenceの一点物，及びsubsequence伽、，獅、，　　，ガ、肌，・　が存

　　　　　　在する。

　〔楠助定理2〕　巨離空間亙は性質（B）をもつているものとす。亙に於げる集含〃が

性質（A）をもつために必要にLて且つ充分なる条件は〃が有界である事である。

　託明・必要性。〃が性質（A）を満し，而も有界で淀いとする。しかる時は，任意の

亙＞Oに対し・伽〃）＞亙なる狐ヅが存在する故6（伽κ・トS1；＞1・牟弓仰劣著犀び

部抑刈婁38三十弓なるγ・・坤が仔牟する？
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　　　　　　　　　　6（ルヅ・）二伽，κ、）十伽、1κ、）十伽、，y、）

　　　　　　　　　　．（3S・十2）一S・二∂（ルκ1）十6（榊。）

故に．∂（ノ・・劣・）亦わ伽。，火）は8、十1より小ではない。

　一般性を失う事なく∂（勿，ヅ。）…S1＋1と仮定してよい、

　　　　　　　　　　　　6（狗，ツ1）二∂（均，κ2）十6（κ、カツ1）

　故に　　　　　　　1：：∂（κ、，ヅ、）

故にヅF偽とおけば，劣、，劣。，ガ：；は互に巨離が1より小ではない。

一般に，均，伽，……，紅エが

　　　　　　　　　　　　　　∂（均，巧）；…1，ク幸ノ

を牛たすとして，次の如く伽を定める。却ち，6（狗，κ、、、）＝S、とすれば6（y、，ヅ、）≡3富

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　名靹1
Sけ2たるルヅ2が存在する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　例一2　　　　　　　　4（んヅ2）：…6（火，灼）十6（κ。、．、，ヅ、）十Σ；6（κ弓，劣、、、）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　乍1
　　　　　　　　　　2（Σ8き十1）二6（ヅェ，劣、）十久κ肌．、，ヅ、）二

　　　　　　　　　　　ε足1
　　　　　　　　　　　　　　　勿一2故に∂（ル劣1）亦わ6（κ犯一1〃。）はΣS、十1より小ではない。

　　　　　　　　　　　　　　犯享1
一般性を失う事なく6（ルκ・）≧ΣS、十1と仮定してよい。今夕、＝κ勿とおげば，任意
　　　　　　　　　　　　　　δ竺1の均幸払に対して，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物、2　　　　　　6（”b一κτ。）二6（伽κ棚）十♂（物，灼）：♂（κ乞，π勿）十Σ6（κ、，劣、、、）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　δニユ
故に　　　　　　　　　　　　　　1二∂（κ乞，ガ肌）

即ち，■κ1，劣パ・…・〃棚は∂（均，巧）…1，ク‡ノ．をみたす。

無隈回これをくりかえす事により，∂（劣、，巧）……1，ク幸1なる醐丘nite　sequence劣、，劣、，ガ．，

　’㍉κパ．’…を得るが｛．ご牝は仮定に反する故〃は有界でなけ牝ばならぬ・

充分性。性賢（B）をもつ皿etr1c　Spaceに於て，有界集合〃が性質（A）をもたぬとする。

而らば或るε〉0に対して，∂（κ、，巧）ξε，ゴキプなるin丘nite　sequenceκ、，κ、，　　，劣。。，

……が存在する。

仮定により亙は性質苦（B）をもつ故

亙に対してκ＞1が定まり，物，κ。，　，仏，　の点％、及びsubsequence伽、，伽。，…

…，伽肌，……があつて，而も∂（均，伽，、）；歴，〃二1，2，3，……となる。場二劣三1、，｝伽、，灼、，…

…，κ・η，…＝伽，伽，…ガェ犯，…とおきκu，伽，・・一，κエ秘，……に対し同様の事を行えば伽及

びsubsequence沁、，伽。，　，灼1η，・　が有り，6（幼レ、灼、励）…亙ε，〃＝1，2，3　　をみた

す。依つて伽＝堵’，耽レ、，κ1じ・。，川一，仰旦切，……＝細，細，伽，……ガ。肌……とおく。同様の事を

無限回くりかえす事により

　伽乙1）。名1））…雄，ク幸1なる1ninlte　SequenCeκ～），κ三1），　，於，　を得る。

κ11），拓1），……，κ景’，……を最初に於ける約，伽，……，み，……とみなし且つ亦雄を最初のε

とみなして同様の卒琴をくりかえせば・∂（炉・κ52））……亙2εノニ←ノ底るガξ1）バξ1）・……・〃・……

のsubsequence仲，π隻2），一・，嚇，…・∴を得る。同様に〃回の後ヒわ，

伽κ2・　〃榊　　のsubsequenceで4嫁㌧球））…；亙肋ε，2キノなる1飾n1tesequence

蛸刎〕，始犯），・・…俳身｝），・・・…を得る。

一々μは有界なる韓
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　　　　　　　　　　　　Sup　　6（ガ，ツ）二1Ψ

　　　　　　　　　　　　〃ε〃

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1V
なるぺが存在する。而るにκ＞1なる故K物＞τなる物が存在し此の舳〔対し
て，∂（炉’，κ（7j）…1…亙物・ε＞！V；クキプなる炉），κ隻吻），……，柳），……が存在する故不合理であ

る。俵つて〃は性質（A）をもたねば底らぬ。

　〔定理1〕完備な巨離空間亙に於ける有界閉集合が，すべてコムパクトなる牝めの必要

且つ充分底る条件は，空間亙が性質（B）牽もつ事である。

　〔言正明〕充分性は〔補助定理2〕及び〔補助定理1〕より明らか。必要性は，若し亙が

（B）をもたねば，如何なる亙＞1をとつても，或る均，κ。，……，仏，……があつて，

　　　　　　　　　　　　　　i・f伽，κゴトε
　　　　　　　　　　　　　　特ゴ
とすれば・倖意の妬に対して6（劣加偽）く胸解＝ユ・2・…一なる均〃2・一・・協・…∵・の・

物及びκにより定まるsubsequence堆。，絶，……，堆弼，……がある。

　　　　　　　　　　∂（偽，狗）二∂（κδ，偽）十∂（κ加狗）く2雁

却ち堆。・偽・…・・災刎・・一は有界であ亭・明らかに｛堆犯｝はc1osedであるが∂（偽均）；ε

なる故compactではない。依つて亙は（B）をも牝ねばならぬ。

　〔系1〕完備な性質（B）をもつ巨離空間亙に於ける有界集合はcon砒10na11y　compact

である。

　〔定理2〕性質（B）をもつ完備巨離空間Rはseparab1eである。故に児は由1bert・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）
funda皿enta1par副e1otopeρωにtopo1ogical1yに含まれる。

　証明。亙を定理に於ける空間とする。亙9ツとし

　　　　　　　　　　〃；＝｛κぽ：6（κ，ツ）；：ダ十1｝

とすれば　R＝孤十肌……十仏十・…・・

仏は有界閉集合なる故〔定理1〕によりCompactである。

　　　　　　　　ε。＞ε。〉……＞ε。。一。＞ε仰＞……，ε。→O（リ→・。）

をとり，〃；・の各点劣に対し亙に於げる近傍）ε。（ガ）を作牝ば有限個の鳩［但しノ＝1，2，

川・・，％（ク，リ）］に依り

　　　　　　　　　　　　　72（乞ル）
　　　　　　　　　　楓：Σ）ε。（瑞）・払
　　　　　　　　　　　　　戸1
　　　　　　　　　　co〃（δル）
となる。故に　　亙（・ΣΣ）ε。（瑞）
　　　　　　　　　　戸1乞＝i

すべてρリに麗Lて｛瑞｝は可附番なる故

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　oo　犯（δ，w
　　　　　　　　　　P＝Σ｛鳩｝二Σ　Σ　Σ瑞
　　　　　　　　　　　　　リ　　　　　　　ソ　　｛筥1　ゴ目1

は可附番集合で，且つPは亙に於てdenSeである。何故ならば，亙ggとす牝ば，任意の

　　　　　　　　　　　　1近傍）ε（急）をとる臨ε・く万εなるε・が存在し或る瑞に対して）εソ（瑞）招となる・

依つて瑞・）ε（・）

貝PちPは亙でdenseであるo
　〔補助定理3〕巨離空間亙が性質（B）をもてばcOmp1ete　enc1osure庄も性質（B）

をもつ。

（1）　Tychno丘，Uber　d。王e　Metr1sat1sat1onsatz∀on　P　Urysohn，1M［athemat1schen　Ann靱en　Vo1

g5！1926）・
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証明。性質（B）を虎がもつ事を云うためには〔定理1〕より，すべての有界閉集含が

Compactなる事を示せばよい。皿（1左を任意の有界閉集合とす。　班）｛κ、、｝inin1te

sequenceをとれば，拓は亙に於けるfundamenta1sequence｛瑞｝であり，且つset

　　　　　　　　　　　　1｛鳩｝のdiameterδ｛城｝く一と仮定して差支えない。
　　　　　　　　　　　　〃
而る時はSet｛瑚，κ姜，κ葦，……，瑞，……｝は有界である。

何故なら

　　　　　　　　　　　∂（鳩増）二∂（鳩κき）十伽加巧）十∂（略巧）

　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　；：㌃十δ（吻十　二δ（”）十2
　　　　　　　　　　　　　　　z　　　　プ
だから。

よつて〔補助定理2〕と雌児且つ　亙が性質（B）をもつ事よりin丘nite　sequence｛嚇

はfundamenta1subsequenceを含む。それを

　　　　　　　κ＊＝｛㌶，端，…・・㌶覧，……｝とすればκ＊ε左

さて　伽、，伽、～……，ル犯，…・”ε扱　をと牝ば

　　　伽〃劣＊）一鯉∂（狐嚇二腱6（倫柳十鷺∂（柳κ1簑）

　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　：F＋1i1m6（κ鴛，功薫）
　　　　　　　　　　　　　　　　　レ㎜　　物→◎o

故に，〃→・・の時伽”。。，劣＊）→0

却ち泌compactである。故に雇は性質（B）をもつ。

蜘〔定理3〕性質（B）をもつ解次元巨麟空間亙は高々2κ十1次元Euc11d空間亙洲

の中に位相的に含ま牝る。

　証明。亙のcomp1ete　enc1osureを層とすれば，虎は性質（B）をもつ完備巨離空間

なる故〔定理2〕に依りseparab1eである。よつて亙もseparab1eであり且つ亦〃次元
　（1）

なる故，亙は高々亙2刎十1の中に位相的に含ま．牝る。

　電3⑧この節に於てはWhyburn，G．T．により与えら牝たcomected，1oca11ycomected
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
setのjunction　propertyに関する一定理の拡張と，その応用として上に挙げた性質（B）

をもつcomp1etemetricSpaceが亙に於けるtota11yd1scomected．setのcont1nuous

1mageである事を示す。

　〔補助定理4〕亙をseparab1e　metric　spaceに於ける1oc釦1y　comected，nondegen－

erated　comected　setとしPを亙に於てdenseなsubsetとする。

　もし　〃＝Σ凪（但し〃は有隈亦わ無限何牝でもよく，凪compact，馬キ馬・for
　　　　　　　乞≡1
　　　　　　　　　　　ク辛プ）

が児のsubsetならば，次の条件を満すPの部分集合亙が存在する。

　（1）亙は〃に於てdens巳

　（2）c1osed　interva1脾，2夕十1］（但しづは整数）を石とす牝ば，亙は，刃石に含
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　づ＝0
　　　　ま牝るすべてのdyad1c　rat1ona1number刀の上で定義さ牝，且つ各みDの上

　（1）　Lefschetz，Top1ces　m　topo1ogy，Pr1nceton　Umv　Pr　（1942）

（2）Whybum，G　T，A〕mct1on　property　of1㏄a1－y　comected　sets，A㎜erlcan　Jouma1of

　　脚h♀m・・i・・ラV・1…53（1931！・
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　　　　でuniform1ycontinuousなfunct1onグのimageである。

　（3）抄ガ，！一コ（κ）9ヅ，ヅならばツ，ヅを共に含む様なinterva1石は存在しない。

　　　　　　1　証明・ε1＝ず（ク＝篶み3・……）とする・

任意の1に対して馬は脈於げる子…ig・有隈個の和の申に含ま牝る・かかる・・裏・・

の中からPの点を一つすつ選び，其等の作る集合を馬とすれば馬は有隈集合である。

此の離意の1に対し馬の各点は馬の或る点と共呼・・・…の申に含弧旦つ馬

の各点は亙1の或る点と共吋…i・・に含ま午而も件Kなる臨すべてのノに対し

て扮抽一・午る如1馬は選び得る“11・とすれ1ま・から1一到る音…i・ぴ

で巧を含み・w・・・・・…i・…i…が和・i・・に含ま牝る様底Pに於げる…i・が

存在する。此の際cha1nの点の数は2沙・（1）十1個と仮定してよい。このcha肌を

　　　　　　　　　　　α＝蝋蝋……・唯。ω＝・6

とす。

すべての整数ら・二1二・1・（1）に対し音…1・・の中に瑚と共に横わる馬の点の

集合を珊とする。C1ゴはみを含くんでいる故，馬の点は砕の何れ・かに含ま牝る。

すべてのクに対して，端2＋珊十娘コを含むεゴreg1On碑がある。何故なら雌1は瑚

　　　　ε1
と共にフーregionの中に含ま牝るからである・碑は而る時は1ocaユ1y　comected・comec0

　　　　　　　　　　　　　　　　　づ・1　・　　　　　・、　　　　ε・t・ds・ac・となる故珊は珊に蟹。碍を含む様なκ彩から娘・へのす・h・i・碑

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　εoを含み・而もqゴのtwosuccesi▽epointsが共に育・regionに含ま牝る様に出来る・更にご

こで，すべてのzに対しC12は同数の2吻（1）十1個の点をもつているものと仮定して差麦

えないo　C婁ゴを

　　　　　　　　　κダ＝喋・吻（1），偽吻（1）十。，…’．’ぺ。。）．。吻⑦＝仏

とする・ごの様け牝ば㈱は全体として・・・・・・…i・…i…が音…i・・午含ま牝

る様なPに於けるαからろへの々一cha1nとなる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　2

　我々はかかる方法をくりかえして行く。却ち一般に任意のκに対しそして亦すべての

1・・二1二・吻（・）十半刺）に対して・ε㌻’…i・・の中に炉（・）と雑ある抽の点

全体の集合を研■1（ゴ）とする。

　然る時はκ汽吻）十亙汽1ゆ十κ絆⑰）を含むε炸、・regiOn亙汽γゴ）ボある。p・亙打1φは，

　　　　乞一・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　　ε亙
研’’りLヨ肝’切を含み炉（ゴ）カ・ら腐1（ゴ）へのtw・・・・…i…oi・tsが熱芦・三〇n

に含ま札る様呼…1・・粋を含む・更にこ牝等の…1・の点の個数は夕を・・して

　（1）　Whybum，A］unctlon　property　of1ocauy　comected　set，Amer1can　Jouma1o手Mathemat1cs・

Y叫53（1931）・
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考えれ、ば，すべてのクに、対して同数の2岨ω十1個の点から淀つているものと考えて差麦

えない。

α榊全体の集合1断’（・）1ば伽を含グ・・・・・…i・…i・1・が芽…i・・に含

まれる様な2び・（1）十十ぽ（1）十1個の点カムら底るαから6へ到るcha1n　C的）

　　　　　　　　σ＝劣押），劣㌘べ…一・ψ鍬～力十＿．．十、2的）＝ろ

をなす・更にかカテる記号に於ては

　　　　　　　　　　　　　κ鍛㌧））＝κ肝・1）（ゴ）

となつている。

　　　　　　　　　　　　oo　さて　　　　D＝｛刈焔刃石，πdyad．1c　rat1onal　number｝
　　　　　　　　　　　　香＝0

とおき，1）9彦とす牝ぱ

　　　　　　　　　　　　　　　ク
　　　　　　　　1－2叶2沙1⑦・一・酬；O：ぽ2舳十柵⑦

とかか牝る。ごの時

　　　　　　　　　　　1（老）二劣仰）

として，1をDの上で定義すると，1は各D4の上ではsin91e　Yalueである。

　　　　　　　　　　　　　　co　　co
　今ス0）＝亙とおげば亙）ΣΣ馬，即ち亙は〃でdenseである。更にグは条件
　　　　　　　　　　　　　仁1戸i
（3）を満している事は明かなる故グが各み1）の上でuniform1y　contimousである事さ

え証明すればよい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　εさて任意のε＞Oに対して黒ε1く万なる如き亙が存在する・

　　　1　δ＝2的）；砂（ブ）＝〃1（ノ）十…　十砂メ1）とし㍍ち6ろ一ち一ち1くδなる2点（d・yad1c

rationa1number）チ1，ちをとれ・ばカ1，ちは

　　　　　　　　　η十（多一1）／2・，⑰），勿十クμ’⑰），2ゾ十（ク十1）！2ψ

の間の値である。

　さて歩。が2ブ十ク／2ゆ及び2プ十（ク十1）／2モ，げ）の間にあるものとすれば（ごの様に仮定し

て一般性失わぬ事は後程わかる）

　　　　　　カ。＝η十肋！2・fゴ）十的）；〃（プ）＝砂κト。（ノ）十……十砂杵、”（プ）

とかかれ・る。故に　　〃1）＝κ肝伽）ゆ

我々は最初拶・〕，炉f）を緒ぶC評・）cba1nを次の如く定義しナこ。却ちC罫・）は炉・）のε亙・

近傍内に含ま、牝る様に作つ牝。次にC㌘ゴ）の臼≡意のtwo　successi∀e　pOintsを結ぶ

9壕岩孔）十Sを，C独裟、σ）十Sの任意の2点が全くε舟rregion亙ク（瓠螂；十Sの中に含ま

れる様に作つた。即’ち炉ゴ）の（εκ十ε榊ト近傍内に全く｛C；葛脇十S｝8全部が含ま牝る様

に作つた・同じ事を〃一1回重ねて行えぼ遂に｛C；ち㌫㍑十一十。1π十伽．、（ノ）十S｝8の中に

蝋つ”）（3）が現わ牝る。

両して1嶋杵肌プ界、刎．コ⑰）。、1・・～…・ε耳切一・）（呼1）！



　　　　　　　　　　　εよつてκ炉州）は婦ゴ）の万近傍内に含まれ・る・

故に　肌）・κ押））一6（炉）w1：）く舌

同様に　∂（グ（ち）・刷く音

　依つて　　∂1〃1），〃2））くε。即ちグはD石のdyad1c　rationa1numberの上で一

様連続である、、・

　〔定理4〕亙を性質（B）をもつ完傭な巨離空間とす牝ば，児はEuc1id一次元空間亙

に含まれるtotauy　d1scomected　set　Cの連続函数によるmageとなる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　特に亙が有界なる場合にはCとしてCompact　tota11y　disconnectedsetをとりうる。

　証明。加亙とする。

　　　　　　　　　　凪＝｛刈ク；：1∂（κ，カ）；：…ク十1｝

とすれば凪は〔定理1〕よりCompactで

　　　　　　亙＝Σ風（拠は有隈亦は無隈，凪キO）
　　　　　　　　づ＝0
となる。

　亙はseparable　metric　spaceなる故，児からHi1bert　space亙に含ま．牝る亘i1bert

para11e1otopeρつ”の中へのhomeomorphic　fmction乎がある。故に9（亙）＝”とす牝

ば

　　　　　　　　　　亙1（ρ、”（亙

となる。　　9（凪）＝風，P＝冴一亙1とおけばPは戸）”をみたす。何故ならば

　若し6＞Oがあつて，或る焔児1に対し）。δ（κ）（”となるならば9は位相写康なる

故甲・1（κ）の近傍K（ザ】（州があつてg（K（g’】（κ）！）（）。。（κ）となる。

　g（K（g－1（κ）））は亙！で開集合なる故，）。α（π）従つて亙で開集合である。故にξ＞Oが

定まり

　　　　　　　　　　篶ξ（κ）（9（K（9・1（κ）））（）2”（κ）（亙1

と出来る。　　　　晦（劣）（9（K（19－1（κ）））

　夙肌（ザ1（”）））は附9■1ω）がCompactなる故Compactである。

而るに　　　炉（κ1，狛，……，κπ，一・）とする時

　　　　　　　　　　ツ（η）＝（灼，伽，・一・、仏十ξ，……）

とす牝ばツ（吻）ε外K（ゾ1（κ）））。一方は｛ヅη）｝互いの距離がξより大なる故1nin1te　Sequence

⑰（η）｝は集積点をもテこぬ。ご牝は乎（町g一〕（κ）））Compactに反す。1

よつてPは泥1でdenseである。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）
　さて亙は1oca11y　connected，nondegenerated．comectedsetであるから，風P，”，

理を各々〔補助定理4〕に於ける亙，片仏凪と考え．牝ば，次の如き亙が存在す。

　（1）亙はPに含ま牝，児1でd－enseである。

　（2）亙はdyadic　rationaユnumber1）の上で定義さ牝且つ各石ので平niformlyconト

　　　　1nuOuSなfu口Ct10n1のmageである。却ち　1（D）＝亙

（1）　P　Aloxandro鉦and　P　Uryshon，M6m01re　sur1es　espaces　topo1og1ques　compacts，Verhan－

　　　de1ingen　der　Akademie　wn　Wetenschappen，A㎜sterdam，vo1．14（1929）参照

！2）Whγb・mlGT；A畔ti・T・p・1・写パ1942）；・・p・i・t・d（1948）・
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　　　　　　犯　　　　　　　　　　　　　　　　　　（刎
1を1）からΣろ＝1の上に拡張す牝ば，
　　　　　ゴ：0
　　　　　　　　　1（乃二乙）亙十亙1

戸（亙ト0なる故C＝戸（児！）はinterva1を含まない。

よつて　　　　　　　　9（C）ニザゲ（C）＝ザコ（亙1）＝亙

故に9はtota11y　d1scomected　set　Cの上の連続函数で、i㎜ageは亙である。

　特に亙が有界なる時は，亙compactなる故，風＝亙，且つ＾Oに対しては凪＝φ

として〔補助定理4〕を使用する事により上と同様の議諭を進め牝ば容易にCをCo㎜pact

tota11y　discomectedξし下よ〉・事がわかる。


